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3.6 福室の地盤
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福室付近で
は砂層・礫層
が50ｍ程度

と厚く、ゆれ
やすい

七北田川沿いの地質断面（地質調査所、Ｓ６１年による）



福室地区の地形と被災状況

• 長町地区及び周辺
は沖積平野であり、
自然堤防、後背湿
地地帯です。

• 堤防に多数の被害
があった外、住宅･
マンション、商業ビ
ルにも被害があり
ました。

福室付近の地形
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1950年（昭和25年）に撮影さ
れた福室付近の空中写真。
自然堤防は集落、後背湿地
は水田として利用されている
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福室周辺地盤と被害分布図

自然堤防

後背湿地

被災住宅

被災ビル・マンション

市民センター
■

地質断面線



福室付近の地盤状況

七
北
田
川

北
福
室

六
角

福
住
町

中
野

茨
田

仙
石
線

岩盤

締まった礫層

締まった砂層

沖積層

腐植土層

洪積層 礫層

砂層粘性土層

（宮城県地震地盤図（宮城県）より転載）
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・福室付近には古七北田川の埋没谷があり、未固結～半固結の礫・
砂・粘土・腐植土層（沖積層）が、層厚45ｍで堆積している。

・地表下５ｍ間には、未固結の砂・腐植土層（自然堤防・後背湿地
）が分布している。


